
 道具的建築
-制作を通じたその場所への住まい方 -
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7 つの制作の「要因」と
17つの「制作」の行為

仮説

住宅は住まうための道具である

「道具的建築」
「制作」によって人やものの行為体系が構築されるとき

その建築がさまざまな所作の場となり
身体の延長して捉えることができる建築

「道具」=身体の延長

「制作」
人間と世界とのあいだを結びつける行為

0. 計画概要

「制作」の行為関係図



フェーズ 1
劣化的要因

フェーズ 2
空間的要因

フェーズ 3
効率的要因
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既存の風呂場は老朽化といった問題によ
り、祖母は近所の銭湯に通っているため、
風呂場は一概に必要ではない。また今は
亡き祖父が暮らしていた離れは、今は物
置となり、使われなくなっている。

祖母が高齢なり、我々が祖母の家を週末
住宅として定期的に住むことになった。
それに伴い寝室や事務所スペース、風呂
場といった、居住するための設備が必要
となる。

祖母が亡くなり、事務所を本格的に移設
することにした。また駅近で、松本市街
地まで電車で一駅であることを考慮し、
ゲストハウスを設け、宿泊者、所員、家
族が滞在できるようにする。

この家は我々や親戚家族が集まる場所だったが、建物の老朽化や祖母の高齢化に伴いさまざまな問題が発生し
ている。部分的な改修を行うにあたって、フェーズを 2020～2025 年、2025～2030 年、2030~2040 年の 3つに
設定し、それぞれのフェーズに想定される要因を想定して設計を行う。その都度行為体系をネットワーク状に
構築していき、人によるその家の捉え方や所作の変化を可視化する。

本提案では、設計手法として「制作」に着目し、私を建築家、この家を取り巻く人々を制作者として捉え、部分的な改修を複数回
行う。そうした行為体系によって建築は様々な出来事の場として、人々だけでなくものにも開かれていく。そして住んでいる時間
や場所がより全体の中にあると感じることができたとき、「道具的建築」となる。

4. 道具的建築 フェーズ 1

長屋を戸建に分割
1階の増築

+
鉄骨梁による 2階を改築

離れを増築

祖母の家の経緯 制作のフロー

「制作」により祖母の家を取り巻く人々

これまで論じてきた「制作性」の知見を元に設計を行い、「道具的建築」として提示する。敷地は長野県松本市にある私の祖母の
家である。周辺には工場や社宅用の長屋が多くある。長屋は敷地分割されていき、祖母の家をはじめとする一軒家として各々が増
改築していくことで、個性を持った建物が多く点在するような「制作性」が見られる場所である。
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台所に出窓を設け
畑のカウンターとしても機能する

洗い場の道路側は
曇りガラスの引き違いサッシにより
視線を遮ることができる

ガレージには
畑道具や工具などが置かれる

機能の拡張機能の拡張
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小屋梁に物干金物を取り付け
洗濯や干し柿を吊るす

腐食している柱の根元は切断し
基礎に柱受け金物で接合する

離れ2階は壁を撤去し
展望台として隣地の公園や
幼稚園を望むことができる

既存風呂場のタイルを残し
半屋外でも耐えられるものとする

所作の継続

メンテナンス

環境の導入
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従兄弟家族
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展望台の鉄骨からキャンチさせ
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既存鉄骨梁を高力ボルト接合
により延長させることで
事務所部分増築する

延長した鉄骨梁と干渉する部分は
屋根を一部撤去することで回避する
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既存鉄骨梁の梁せい
を利用し天井を上げることで
湿気を上に流す

トップライトにすることで
北側の暗い場所に
位置している風呂に
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駐車場部分の屋根は下に光を透過させつつ
敷地を大きく覆うことで雪またじの負担を減らす

事務所には
既存屋根が現れる

屋根を一部撤去し
ガラスにより室内に光を透過させる

吹き抜けは躯体現しとし、その上に
ポリカーボネート板を載せることで
冬支度を行う

環境の導入

居心地

機能の拡張
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休憩できる場となる
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バーベキューや催しを
する場となる

既存母屋にある
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ゲストハウスでは
ハイサイドライトにより採光する

環境の導入
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ゲストハウスの屋根は駐車場の鉄骨から
斜めに梁渡すことで増築する

ゲストハウスでは宿泊者のみならず
親戚や所員も泊まることができる

前方道路に雪を落とすことで
軒下が近隣住民の動線となる

機能の拡張

緩衝帯

居心地

我々が建築に携わる以上、「制作」というものは必要不可欠である。
その「制作」は建築家だけでなく様々な人やものにも開かれるべきであり建築と一体となってその場所へ住まうことができる。

それこそが「道具的建築」であり私たちが住んでいる場所や時間が、より大きな全体の中にあると感じることができることを願う。


